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トとして観光客を惹きつけることにもつながっている．
本研究では，聞き取り調査と各種資料に基づき，錦市場の歴史的発展を踏まえて，歴史ある街づ
くり，活気ある街づくりに必要な要件を考察する．まず，第 1 章で，錦市場の概要を説明し，第 2
章では錦市場の歴史を説明する．第 3 章では，錦市場の商店街としての特性を他の商店街と比較し





道幅が広いところで 5 m 狭いところでは 3.2 m の商店街である（図 1）．
現在錦市場には，生鮮食料品店を中心として約 131 の店舗があり，地元客のみならず，近年は観
光客にも大変人気のある観光スポットとなっている．
2004 年の京都市の調査 1）によれば，上洛する観光客の 3.1％（複数回答）が錦市場を訪問してい
る．性別では男性が 2.4％，女性が 3.8％と女性が多く，年齢別では 20 歳代が 4.9％と，30 歳代 2.8％，
40 歳代 3.0％，50 歳代 4.1％，60 歳代 2.6％よりも高い数値を示している．
また観光客が上洛の際に購入するお土産品は，菓子類が 81.9％と高く，次に漬物や宇治茶などの
風味品が 63.6％，装飾・調度品が 28.8％，染織物が 8.5％である（複数回答）．だが，各品目を詳細





































































































の市を京極へと追いやった．このころ，錦栄会には 250 名の組合員が所属していたが，1946 年に「京














錦の店市場 （中央区錦小路） 不動堂青果市場 （下京区油小路通木津屋橋）
上の店市場 （上京区椹木町通） 問屋町青果市場 （東山区問屋町）
問屋町魚市場 （東山区問屋町） 上の店そ菜市場 （上京区椹木町）
六条の店 （下京区魚の棚通） 高倉青果市場 （中京区高倉通）
七条魚市場 （下京区不明通） 仏光寺青果市場・甘藷組合市場 （下京区新町七条）






















































商店街の設立年次を見ると，もっとも設立が集中したのは，戦後直後の 1945 年から 1954 年であ
り，全体の 37％を占め，ついで，1975 年から 1985 年の設立が 17.4％である．一方で，戦前から
の歴史的伝統のある商店街も 18 箇所，全体の 13％ある．錦市場は約 400 年の歴史を持ち，この中
でももっとも古い市場に類する．
商店街の規模は，会員別の構成比を過去 10 年間年次比較した調査から，小規模化の傾向が見ら






られる．第 2 に，観光客の増加が考えられる．第 3 に政策による影響である．
以下では，これらの条件について順に確認していく．
5） データは『京都の商店街』1960 年 – 2005 年による．
井村　直恵：歴史的商業地区再生の課題 41





している．総務省統計局の事業所・企業統計調査によれば，1991 年には 461 軒あった京都市内の料















一方，観光客の数も 1995 年に落ち込んだものの，この 10 年で徐々に回復している．それを旅行
6） 2007 年 1 月 18 日　錦市場商店街振興組合宇津理事長から聞き取り．
図 2　再生への道筋









































7） 2007 年 1 月 18 日　錦市場商店街振興組合宇津理事長から聞き取り．









































外に，錦市場が 1990 年代後半から 2000 年にかけたころに転換期を迎えたのはなぜかという本研究
における問いの前提条件について，業態変化の実態から得られる知見を考察する．
図 5，図 6 は，1900 年以降の河原町商店街，錦市場それぞれで営業する店舗の業種である．河原
町商店街は，河原町通りという幅 22 m の大通りの両側に位置する全長 500 m の商店街である．河
原町商店街も歴史が古く，1611 年の角倉了似の高瀬川開削で，伏見から京都の舟運が発達したこ
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占めるまでになった．逆に，飲食店はその割合を落としている．2000 年から 2005 年の間にもそれ









ニや 24 時間開店するアミューズメント店舗が営業する店の多い不夜街と変わってしまった（図 5）．
かろうじて文化的な香りを残していた丸善京都店も 2005 年に閉店した．
一方，錦市場は，この 40 年余り，総店舗数にはそれほど増減がない．だが，構成業種の内訳を














































































































































How to Conserve Historical Urban Area:
A Case Study of Nishiki Ichiba Shopping Promenade in Kyoto
Naoe IMURA
ABSTRACT
The purpose of this paper is to discuss how to conserve historical urban area. The renewal of 
historical urban area faces two difficult tasks. One is commercial success and the other is preserve 
community, architectural structure and the culture of the area. Culture of the area is often an identity of 
the area.
A case study of Nishiki Ichiba in central Kyoto succeeded to preserve their identity. It lost 
customers in late1990’s for several reasons, but Nishiki Ichiba recovered in 2000 without further 
investment or governmental control. The key of the recovery was long-term strategy to establish 
“Nishiki” as a brand, and new entrants control system.
